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東海近畿地区農業大学校学生スポーツ大会  

令和５年度東海近畿地区農業大学校学生スポーツ大会が、５月２５・２６日に兵庫県で開催されました。９府

県すべての農業大学校が参加し、６つの各競技会場に分かれて２日間にわたる競技が行われました。 

 

《 競技種目と会場、出場者総人数（ ）内は愛知県 》 

① 野球      （三木山総合公園野球場）  ５４名（１５） 

② バドミントン  （三木山総合公園体育館） １０３名（ ９） 

③ 卓球      （三木山総合公園体育館）  ６５名（ ５） 

④ テニス     （三木山総合公園テニス場） ４７名（ ９） 

⑤ バスケットボール（勤労者体育センター）   ８１名（１２） 

⑥ バレーボール  （三木南交流センター）   ９２名（１２） 

 

  愛知県農大の学生たちは、この大会を目標に、昨年度よりも良い 

成績を残すため、練習に打ち込んできましたが、日頃のクラブ活動の 

成果を遺憾なく発揮して、多くの種目で好成績を残すことができました。 

 また、競技とは別に交流会の場を用意していただき、レクリエーショ 

ンを通して学生が交流を深め、会場各所でも交流の輪が広がっていました。 

 次回、令和６年度のスポーツ大会は、滋賀県で開催されます。 

本 校 の 競  技  結  果 

<団体の部>
順位
優勝 軟式野球 バレーボール
２位 卓球 バドミントン
３位 バスケットボール

競技種目

<個人の部>
順位

優勝 バドミントン
男子シングルス

バドミントン
女子ダブルス

２位 バドミントン
女子シングルス

３位 卓球男子シングルス バドミントン
男子ダブルス

競技種目
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体 育 祭 

本年度の体育祭は６月１日(木)、本校体育館(ドッジボール)、グラウンド(ソフト
ボール)、青年の家体育館(バレーボール)を会場に３種目専攻別対抗の開催となりまし
た。 
 試合は鉢物緑花木・作物、切花・果樹、酪農・豚鶏、露地野菜、施設野菜の５専攻
編成で行いました。それぞれの選手は競技への参加意欲が高く、活気ある試合となり
ました。合同専攻チームでは専攻間の連携や競技参加者の調整を入念に行うなど、専
攻の枠を越えた連帯や応援が行われました。 
 学生は主体的に体育祭の運営や競技へ参加し、マナーを守り農大生としての自覚を
もって取り組むことができました。 

 
【体育祭の総合成績結果】 
1 位：施設野菜専攻 
2 位：鉢物緑花木専攻・作物専攻 
3 位：切花専攻・果樹専攻 

ドッジボール 

ソフトボール バレーボール 

開催前の注意事項確認 
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専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

〇専攻別学生数

区分

1年 8 (2) 5 (1) 9 (2) 15 (5) 14 (7) 15 (3) 15 (6) 10 (3) 91 (29)

2年 3 (1) 7 (2) 5 (1) 10 (0) 15 (7) 13 (3) 9 (6) 8 (4) 70 (24)

計 11 (3) 12 (3) 14 (3) 25 (5) 29 (14) 28 (6) 24 (12) 18 (7) 161 (53)

（注）カッコ内は女子の内数

施設野菜 酪農 養豚・養鶏 計鉢物・緑花木 切花 作物 果樹 露地野菜

チーズを作りました！ 

今年度はモッツァレラチーズに加えてカッテージチー
ズ、そしてたまたま北村牧場でとれたという初乳(分娩後
数日の濃い牛乳)を用いてリコッタチーズの３種類を作
りました。 

これを機に 6 次産業やチーズに興味を持ってくれると
嬉しいです。 
 

農業大学校の養鶏専攻では年 2 回、ヒナの入雛があります。
名古屋コーチンの他にもボリスブラウンやジュリアライト、
烏骨鶏、アローカナのヒナを飼育しています。ヒナから成鶏ま
での飼養管理、成鶏になってからの採卵、そして廃鶏にして肉
になるまでの一連の流れを学ぶことができます。 

今年は鶏舎工事の都合で 1 か月ほど遅い入雛になりました
が、気温も高くヒナにとっては適切な環境に近づけることが
できています。1 年生たちも慣れない温度・湿度の鶏舎内で汗
を流しながら、ヒナを観察し鶏を見る目を養っています。 

 

名古屋コーチンの雛がやってきました！ 

5 月 30 日に北村牧場の北村さんを講
師にお招きしてチーズの加工演習を行
いました。 
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６月９日（金）に切花専攻と合同で農産加工演習を実
施しました。今回は、鉢物緑花木専攻のハーブを使用し
たトマトパスタとハーブクッキーを作りました。 

出来上がったパスタはバジルの爽やかな香りが口の
中で広がり、農大産のトマトとの相性が抜群で皆さん
大満足！！ 

また一つ、スキルアップに繋がった有意義な実習と
なりました。 

美味しいパスタが出来ました！！ 

果樹専攻の直売が始まりました！ 

６月上旬から、果樹専攻の直売が始まりました♪ 
1 週目はウメを、２週目からモモとブルーベリーを体

育館で販売しています。モモは、「ちよひめ」から始まり、
「日川白鳳」、「千曲白鳳」と１〜２週間ごとで品種が切
り替わります。 

直売では、学生が品種ごとの特徴や、美味しいモモの
見分け方等を説明しながら販売しています。来月初旬に
はいよいよブドウの販売が始まる予定です。ぜひ、果樹
専攻の直売ブースにお越しください♪ 

アイガモロボ実演‼ 

６月 14 日（水）に、化学肥料・化学農薬を使用
しない栽培方法を実践しているほ場において、自
動で除草を行ってくれる「アイガモロボ」の実演
を農機メーカーと一緒に行いました。 

アイガモロボは太陽光のクリーンなエネルギー
で動き、田んぼを自動で泳いで水を濁らせること
で、光を遮り、雑草の発生や生育を抑えます。除
草が非常に大変な栽培方法なので、学生たちは興
味深々で見つめていました。 
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露地野菜専攻では今月ジャガイモの収穫をしました。男爵な
どの良く知られた品種から、グラウンドペチカというマイナー
な品種まで、計６品種栽培しています。どの品種も特徴があり、
水曜日の直売で人気商品となっています。 

玉ねぎは 4 月どりの早生品種から 6 月どりの晩生品種まで、
合計で 4 トン程度の収穫を行いました。梅雨の合間をみて大急
ぎで収穫したため学生はヘトヘトになっていましたが、収穫が
終わった景色を見て達成感がある様子でした。 

※ 各専攻の様子は、農大のインスタグラム、ツイッターで情報発信しています。 

春休みから４月中旬の間に定植・播種した花（輪ギク、ベ
ニバナ、ヒマワリなど）が咲き始め、収穫が忙しくなってき
ました。収穫適期を逃すまいと、職員・学生一丸となって収
穫に当たっています。 

品目が増えたので、実習販売の準備もいつもより賑やか
になりました。色や形が様々な花を机に並べ、どう組み合わ
せたらお客さんに喜んでもらえるか考えながら商品作りを
しました。いつもより時間がかかりましたが、頑張った甲斐
あってこの日の売上げは平常時の約２倍となりました。 

これからさらにスプレーギク、ケイトウなどが増えます。
御期待ください。 

夏の花の収穫が始まりました！ 

ジャガイモ、タマネギの収穫すべて完了！ 

アールスメロンの受粉作業を実施！ 

農大ではアールスメロンを「土耕」と「袋培地」（愛知県が開発し
た養液栽培用培地）で栽培しており、５月末から６月にかけて受粉
作業の時期を迎えました。アールスメロンのハウスではハチを導入
していないため、学生が必死になって手作業で受粉しています。今
年は雌花の開花期に雨の日が多かったため着果させるのに苦労しま
したが、徐々に果実が大きくなってきています。７月末から８月に
収穫予定となっているのでこれからが楽しみです！ 
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令和５年度外部評価委員会を開催 

 ５月 29 日(月）に、本校の令和４年度の取組結果と令和５年度の計画を外部の有識者に評価し
てもらう「外部評価委員会」を開催しました。 

本校では、愛知の農業を支える意欲ある多様な人材の確保・育成を計画的に実施するため、2021
年度から５年間を期間とする教育研修基本計画 2025 を策定して教育研修を進めており、外部評価
は取組の一層の改善や充実を図るため、内部で実施した自己評価について、外部の有識者に点検・
評価を頂くものです。 

各委員からいただいた御意見や御提言は、今後の学校運営に反映させるとともに、教育研修の改
善に努めてまいります。  

※ 外部評価結果は、７月末に本校 web ページに公表予定 
外部評価委員の皆様 

淡路和則龍谷大学農学部教授、柴田隆夫本校同窓会長、竹内匡介安城農林高校校長、杉浦俊雄農業生産法人㈱中甲社
長、村上光男ＪＡあいち中央会営農･くらし支援部長、池口真美中日新聞社事業局事業統括部地域貢献課長 

ト ピ ッ ク ス 

小林東海農政局長と本校学生が意見交換を行いました 

始めに、小林東海農政局長から基本法検証部会の中間とりまと
めの概要説明があり、そのあと、中間取りまとめの概要に関する
内容以外にも学生の進路や就農にあたり困っていることなどを
聞いていただきました。「卒業後すぐにでも独立自営就農したい
が農地が見つからない」など、就農意欲の高い学生からの積極的
な意見に対して、東海農政局職員の皆様からアドバイスをいただ
きました。 

緊張して意見交換に臨んだ学生も、自分の意見をしっかりと話
すことができ、大変有意義な意見交換となりました。 

第 2 回合同就職相談会、就活セミナーを実施 

また、６月 15 日(木)には、「就活リスタート」と題して、就職支
援会社、(株)インテルプレスから講師を招いて就活セミナーを実施
し、本校２年生 25 名が参加しました。参加した学生からは「参考に
なった」「面接練習を希望」等の意見が聞かれました。今後、リモー
ト・対面による個別相談が進められます。 

5 月 31 日（水）、本校において、東海農政局の小林局長始め 5 名の職員と、親元就農や雇用
就農を目指している 2 年生の学生７名と食料・農業・農村基本法の検証・見直しに関する意見交
換を行いました。 

６月２日(金)、第２回合同就職相談会を県内外 22 社の参加を得て実施しました。当日は、石橋
校長からの激励のあと、本校２年生 42 名が予め希望した各社のブースで説明を聞きました。相
談会後、会社訪問や採用選考にエントリーする学生もありました。 
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 １年生 91 名が４班に分かれて受講する農業機械実習
の中で、アシストスーツの勉強をしました。   

アシストスーツはスマート農業の一環として注目を集
めており、露地野菜の収穫など中腰作業や、重たい荷物
を持ち上げる際の腰の負担を軽減してくれます。昨年度
株式会社イノフィスから寄贈を受けた２機種と、愛知県
農業総合試験場が株式会社ジェイテクトと共同開発した
機種の計 3 種を実際に着用して体験、比較しました。 

受講した学生からは「腰の負担が軽減されるのが実感
できた」、「機種により着用のしやすさや動きやすさが大
きく異なった」などの感想がありました。 

農業者育成支援研修が始まりました 

 令和５年６月 14 日（水）に、令和５年度農業者育成
支援研修の開講式を行いました。 
 今年度の農業者育成支援研修は、６名の研修生で実施
することとなりました。本研修は、就農時に必要となる
基礎的な知識・技術を修得したい方を対象にした研修で
す。本校のほ場で週３日間研修を行います。栽培する野
菜は、春夏野菜のスイカ、メロン、キュウリ、ナス等、
秋冬野菜のダイコン、キャベツ、ハクサイ、ニンジン等
で、露地で慣行栽培を行います。また、計 18 回の講義
も行います。 

農福連携支援研修が始まりました 

農福連携支援研修は、野菜栽培の基礎知識を
福祉事業所職員の皆さんが学ぶとともに、施設
利用者さんへの解りやすい伝え方などを習得
し、福祉関係施設の栽培ほ場が運営できること
を目的とした研修です。 

令和２年度から始まり、今年で４年目の研修
です。 

農業機械実習でアシストスーツを体験しました 

今年は６月 14 日（水）に開講式を行いました。当研修では、来年１月 19 日（金）の閉講式
まで 28 日間、実習と講義及び先進的な農福連携施設への視察を行います。 
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オープンキャンパス 

 ７月、8 月に下記のとおり開催します。本
校学生との交流の他、学生寮の食事も体験で
きますので、農大への入学に関心がある方は
ぜひご参加ください！ 
 

● ７月 25 日（火）  ● ８月１日（火） 

● ８月 22 日（火） 

 
◉各回とも午前９時 50 分〜正午 
◉事前に参加申し込みが必要です。 
◉食事体験は希望者のみで有料となります。 

※詳細は本校ホームページを御覧ください。 

令和６年度入学者選抜試験 
 
●一般推薦入学試験 

出願期間 ９月 28 日(木)〜10 月 13 日(金) 
試 験 日 10 月 30 日(月） 
合格発表 11 月 10 日(金） 
試験科目 小論文（800 字以内）面接試験 
募集人員：定員 100 名のうち２／３程度 

●一般入学一次試験 

出願期間 11 月９日(木)〜11 月 24 日(金) 
試 験 日 12 月８日(金） 
合格発表 12 月 20 日(水） 
試験科目 数学Ⅰ、小論文（800 字以内）、面接試験 
募集人員 定員 100 名の内、推薦入学合格者を除く数 

※詳細は、本校ホームページを御覧ください。 

 

経営発展のためのノウハウを学び、将来の経営ビジョンを実現しましょう！！ 

令和５年度あいち農業経営塾（旧 愛知農業次世代リーダー塾）  受講生募集 
 

●対 象 者：愛知県内の専業農家であり、経営の改善・発展を目指している方 
●定  員：２０名程度（応募多数の場合は書類選考等を実施） 
●受 講 料：２４，０００円 
●開催期間：8 月 3０日（水）〜翌年２月 14 日（水）計 12 講座 
●申込期限：7 月 25 日（火）まで 
●申込方法：本校ホームページから申込書をダウンロードし、申込書に必要事項を記入の上、郵送、

FAX、E メールのいずれかでお送りください。 
 

オープンキャンパス（第 1 回、第 2 回）を開催しました 

 6 月 3 日（土）、17 日（土）にオープンキャンパスを開催
し、合わせて 141 名の学生、保護者の参加がありました。 
 農大の概要説明や校内を巡るキャンパスツアーのほか、
在校生も参加し、参加者からの質問に対して学生自らの経
験やアドバイスを踏まえて回答していました。 
 参加者からは「とても内容の濃いオープンキャンパス
だった」「先輩方がとても優しくて、わかりやすかった」、
「とても楽しそうな学校だった」など、非常に好評でした。 
 オープンキャンパスは、7 月に 1 回、8 月にも 2 回開催
する予定です。 


